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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに

鋼橋の防錆対策としては塗装を施すのが一般的であり，箱桁形式の橋梁についても外面は勿論のこと，内面

に対しても，浸入水による滞水や結露等による腐食の懸念から，そのほとんどが塗装を施されている．耐候性

鋼橋梁についても，同様の理由で内面には塗装が施される例が多い．一方で，常時の浸入水による滞水がない

限り，鋼製箱桁内の腐食環境は外部に比べて穏やかであり，鋼材の腐食進行速度は緩慢であるという報告１）

がされている．また耐候性鋼橋梁の箱桁内に除湿機を設置し，桁内の腐食環境を改善することによって，箱桁

内面の塗装を省略化する試みもなされている２）．

太陽光発電を用いた箱桁内換気システムは，桁内空気を換気することで，浸入水，結露等の腐食環境悪化の

要因を抑制する目的で開発されたものである．耐候性鋼箱桁橋については，本システムを用いることで，従来

行われてきた箱桁内面塗装の省略化が期待でき，メンテナンスのコストダウンにつながると考えられる．本文

では，本システムの実橋への適用にあたり実施した，箱桁内の環境調査について報告する．

２．太陽光発電を用いた箱桁内換気システムの概要２．太陽光発電を用いた箱桁内換気システムの概要２．太陽光発電を用いた箱桁内換気システムの概要２．太陽光発電を用いた箱桁内換気システムの概要

太陽光発電を用いた箱桁内換気システム（以下，換気システム

と呼ぶ）は，図－１に示すように，太陽電池パネル，換気扇，換

気口および制御盤から構成されており，外部電源を必要とせずに

換気扇を作動させ，桁内空気を換気（排気）することを特徴とし

ている．換気扇は制御盤のタイマーによって作動を制御でき，外

部環境が比較的低湿度と考えられる条件下，例えば晴天日昼間に

換気扇を作動させることが可能である．換気口には可動蓋が設け

られており，換気扇作動時には風圧で可動蓋が開き，非作動時に

は可動蓋が閉じるようにしている．

３．実橋箱桁内環境調査３．実橋箱桁内環境調査３．実橋箱桁内環境調査３．実橋箱桁内環境調査

３．１　調査対象橋梁３．１　調査対象橋梁３．１　調査対象橋梁３．１　調査対象橋梁

調査対象橋梁の岩波橋（岐阜県上宝村，図－2参照）は，単純 RC床版箱桁形式の耐候性鋼材裸仕様橋梁（橋

長：60m，使用鋼材：SMA400W，SMA490W）である．岩波橋の箱桁内面は外面と同様に無塗装であり，写

真－1に示すように換気システムを両桁端部（換気口：主桁ウェブ，太陽電池パネル：高欄）に設置して，桁

内全体の換気をカバーしている．換気扇は制御盤のタイマーによって 11:00～13:00 の間に作動するように設

定されている．なお，岩波橋は山あいの渓谷上にあり，橋梁周辺は比較的穏やかな環境にある．

太陽電池パネル
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図－2　岩波橋の概要図
（側面図） （断面図）

写真－1　換気システム設置状況
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図－1　換気システム概要図
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３．２　箱桁内環境調査の概要３．２　箱桁内環境調査の概要３．２　箱桁内環境調査の概要３．２　箱桁内環境調査の概要

箱桁内部の腐食環境，換気システム設置の効果を把握する目的で，

ACMセンサ，温湿度センサによる経時計測を行った．ACMセンサと

は，センサ自身の腐食反応によって発生する腐食電流を計測すること

で，センサ周辺の腐食環境を推定するものである．計測センサは，桁

内部については支間中央および桁端部，桁外部ついては桁端部に設置

した（図－3，写真－2 参照）．計測は，岩波橋供用開始（2002 年 12

月）後より 1年間行った．

４．環境調査結果４．環境調査結果４．環境調査結果４．環境調査結果

４．１　腐食電流の経時変化４．１　腐食電流の経時変化４．１　腐食電流の経時変化４．１　腐食電流の経時変化

図－4に腐食電流の 1年間の経時変化を示す．腐食電流に

ついては，目安として 10-2～10-1μA 以上のの電流が常時計

測される環境では有意な腐食が進行する２）とされているが，

桁内部において計測される腐食電流は，支間中央，桁端部と

もに 1年を通じてほぼ 10-3μA以下であり，腐食環境は非常

に穏やかであるといえる．また桁外部については，冬期間（12

月～3月）に降雪の影響と考えられる比較的高いレベルの腐

食電流が断続的に計測されたが，常時高いレベルの腐食電流

が計測されているわけではなく，年間を通じてみると，腐食

環境としては比較的穏やかであるといえる．

４．２　平均腐食速度の推定４．２　平均腐食速度の推定４．２　平均腐食速度の推定４．２　平均腐食速度の推定

炭素鋼板の腐食速度 CR [mm/year]と，腐食電流の 1日の

累積より求められる日電気量 Q [C/day]の関係は，次式で表

される３）．

logCR = 0.378 logQ －0.636　　（１）

ここでは，参考として計測値から式（1）を用いて，平均

腐食速度を算出した（表－1 参照）．桁内部については季節

変動もほとんど無く，年間を通じて 0.003mm/year程度と非

常に小さい値であった．桁外部については，冬期間に若干大

きくなるものの，最大でも 0.014mm/year程度であった．

４．３　換気システムの効果４．３　換気システムの効果４．３　換気システムの効果４．３　換気システムの効果

温度，相対湿度の計測値より絶対湿度（水蒸気量）を求め，その経時変化を調べた．図－5に一例として，

8／3～6の桁内部における絶対湿度の経時変化を示す．図中より換気扇動作時間（11:00～13:00）に桁内部の

絶対湿度が減少していることが分かる．調査時の桁内部は乾燥状態であったが，浸入水，結露の発生があった

としても，換気扇が作動することにより湿気を排気する効果があることが確認された．

５．おわりに５．おわりに５．おわりに５．おわりに

鋼製箱桁内面は，従来より塗装が施されてきたが，箱桁内の環境調査を行った結果，外部環境に比べ腐食に

対しては非常に穏やかな環境であることが確認された．また箱桁内面を無塗装にした場合に，浸入水や結露の

発生があったとしても，換気システムを用いることで湿気を排気する効果があることが確認された．
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写真－2　計測センサ設置状況
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桁端部 0.0028 0.0028 0.0028 0.0028 0.0028
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図－4　腐食電流の経時変化

（a）桁内部

（b）桁外部

表－1　平均腐食速度

図－5　絶対湿度の経時変化
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